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極低温環境下での靱性評価を行います

-253℃以下の極低温環境下で材料靱性を評価いたします。

液体水素、液体ヘリウム温度でのシャルピー衝撃試験

Cat.No 3E3J-174-00-231113

金属材料の靱性評価として広く行われているシャルピー衝撃試験を-253℃以下という極低温環境下で実施いたします。極
低温環境下での使用が想定される材料について、より過酷な環境下で靱性評価できます。

全体イメージ 試験機内部

液体ヘリウムを用いたシャルピー衝撃試験方法

● 液体水素温度（=-253℃）以下で温度を保持するために液体ヘリウムを使用します。

● 試験機内で試験片を冷却しながら試験します（図1）。

● 試験機容量：500J⇒高靱性材料でも評価可能です。

極低温環境下での試験結果例

● 試験片冷却時の表面および内部の温度履歴（図2） ⇒試験片内部まで均一に-253℃以下に冷却可能です。

● 試験後試験片（写真1） ⇒ -253℃以下で300J以上の吸収エネルギーを有する材料であっても評価できます。
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図2 液体ヘリウムを用いた試験片冷却時の温度履歴 写真1 試験後破面写真
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